
・ 中山間地域に身をもって接する機会、その機会を自分で作ることを学生自身が求めていることが伺えた

- これを機に、沼田教養・専門演習生も加わり、自己学習プログラム 2015 後期 「南会津活性化プロジェクト」が新たに実施された

・ 大学や学生と関わることで地域活性化の起爆剤にすることを、中山間地域自身も求めていることが分かった

- 中山間地域の皆さんも、大学や学生に興味関心を持ち、前向きに取り組まれていることも分かった

・ 今後考えている新たな発展の方向性：

- 主に沼田教養演習で、森林保全・地域活性化をテーマに、スタディスキル、アクティブラーニングのトレーニング

- 中荒井地区をフィールドの拠点としつつ、他の中山間地域もいくつか訪れることで学びを深め、教育効果の進展を図る

- 中山間地域に関して福大周辺でできるイベントを、学生自身が考え、中山間地域の方々と協力して実施し、振り返り、まとめる

・ 福島大学生協では南会津の間伐材でできた割り箸が使われている

・ 「会津高原 森林の楽校」（2011年から毎年夏に実施）：

- この割り箸の製造体験を、森林で間伐するところから行う

- 教員や関係者のサポートのもと、福島大学の学生が、企画・運営

- 福島県南会津町中荒井地区で行われている

- 中荒井地区の方々と交流を深める必要性が指摘されていた

・ 南会津町中荒井地区：

- 他の中山間地域と同様、高齢化・過疎化が進行

- 大学生と交流することで、地域の活性化を図りたいと考えていた
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